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映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
分
析

Ｊ

Ａ

日

下

は
じ
め
に

　

先
日
久
し
ぶ
り
に
、
二
〇
一
四
年
公
開
の
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

P
a

d
d

in
gton

』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
て
い
て
驚
い
た
。
主
人
公
パ
デ
ィ

ン
ト
ン
の
友
人
で
毎
日
午
前
十
一
時
に
お
茶
を
共
に
す
る
グ
ル
ー
バ
ー
氏

が
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
は
な
く
ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
。
原
作
く
ま
の
パ
デ

ィ
ン
ト
ン
・
シ
リ
ー
ズ
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
移
民
と
い
う
設
定
で

あ
る
が
、
こ
の
設
定
を
当
然
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

「（G
erm

an
 m

an

）A
h
, M

rs B
ro

w
n
. C

o
m

e in
.

」
と
い
う
グ
ル
ー
バ

ー
氏
の
台
詞
に
該
当
す
る
字
幕
に
一
瞬
目
を
疑
っ
た
。
気
に
な
っ
て
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
映
画
版
で
は
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
に
原
作
に
は
な

い
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
」
と
い
う
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
1
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
博
物
館
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
あ
るH

o
lo

cau
st E

n
cyclo

p
ed

ia

の
情
報
に
よ
れ
ば
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
「
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
グ
ル
ー
バ
ー
」
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
が

実
在
し
て
い
る
。
史
実
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
グ
ル
ー
バ
ー
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

兵
士
で
、
戦
闘
中
に
負
傷
し
て
ド
イ
ツ
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
マ
イ
ダ
ネ
ク

強
制
収
容
所
建
設
の
た
め
の
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。
一
九
四
二
年
に
脱
走

し
、
終
戦
ま
で
の
期
間
を
武
装
パ
ル
チ
ザ
ン
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
過
ご
し
た
と
い
う
2
。

　

原
作
シ
リ
ー
ズ
同
様
、
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
に
登
場
す
る
グ
ル
ー

バ
ー
氏
は
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
ー
ト
ベ
ロ
ー
ロ
ー
ド
で
骨
董
屋
を
営
ん
で
い
る
。

映
画
で
は
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
被
っ
て
い
る
帽
子
が
地
理
学
者
協
会
会
員
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
教
え
る
役
割
を
担
う
が
、
原
作
で

は
「
暗
黒
の
地
ペ
ル
ーD

ark
est P

eru

」
か
ら
の
移
民
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に

と
っ
て
、
同
じ
移
民
と
し
て
彼
の
無
二
の
親
友
と
な
り
、
と
き
に
移
民
の

	

―
原
作
改
変
に
潜
む
過
去
へ
の
志
向
性

特
集
●
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョン
・
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョン
・
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュア
リ
テ
ィ
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先
輩
と
し
て
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
や
慣
習
に
つ
い
て
教
え
、

と
き
に
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
移
民
と
し
て
の
立
場
を
深
く
理
解
す
る
精
神
的

支
え
に
も
な
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

映
画
製
作
に
あ
た
り
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
の
母
国
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ド

イ
ツ
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
幸
運
に
も
原
作
か
ら
映
画
へ

の
改
変
に
つ
い
て
着
目
す
る
視
座
を
著
者
に
提
供
し
て
く
れ
た
。
同
映
画

は
映
画
レ
ビ
ュ
ー
等
で
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
移
民
に

対
す
る
排
外
主
義
、
さ
ら
に
は
二
〇
一
七
年
公
開
の
続
編
『
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
2
』
の
レ
ビ
ュ
ー
と
合
わ
せ
てB

rexit

に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
作
品

と
し
て
し
ば
し
ば
理
解
さ
れ
て
き
た
3
。
本
稿
は
こ
の
解
釈
自
体
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
昨
今

の
イ
ギ
リ
ス
情
勢
を
理
解
し
つ
つ
未
来
に
お
け
る
移
民
と
の
共
存
の
可
能

性
を
示
す
未
来
志
向
的
作
品
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
現
在
を
過
去
と
の

連
続
性
の
中
で
認
識
す
る
作
品
と
解
釈
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
同
映
画
の

中
で
ミ
リ
セ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ド
役
を
演
じ
た
ニ
コ
ー
ル
・
キ
ッ
ド
マ
ン
が

台
本
を
読
ん
だ
時
に
こ
の
映
画
が
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
の
関
連
の
歴
史

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の

も
不
思
議
で
は
な
い
。

In
 a q

u
iet w

ay, it rem
in

d
s yo

u
 o

f h
isto

ry an
d
 b

rin
gs 

y
o

u
 to

 n
o
w
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h

e
re
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e
fin

ite
ly
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 th

e
m

e
 o
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w
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in
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 stran
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 th
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o
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d
 rem

in
d
in
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 u
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w
e’re all d

ifferen
t. A

n
d
 to

 b
e k

in
d
. T

h
o
se are im

p
o
rtan

t 

th
in

gs to
 teach

 to
 ch

ild
ren

. 4

　

そ
も
そ
も
原
作
か
ら
の
改
変
は
二
、
三
箇
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
細
か
な

点
も
含
め
れ
ば
か
な
り
の
数
に
上
る
。
そ
の
多
く
は
原
作
者
マ
イ
ケ
ル
・

ボ
ン
ド
の
伝
記
あ
る
い
は
原
作
シ
リ
ー
ズ
の
内
容
を
幅
広
く
反
映
し
た
改

変
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
映
画
冒
頭
で
伯
父
パ
ス
ト
ュ
ー
ゾ
（
映
画

で
はU

n
cle

と
な
っ
て
お
り
、「
叔
父
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
）
が
地
震

の
犠
牲
者
と
な
る
場
面
は
、
原
作
後
期
の
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
パ
デ
ィ

ン
ト
ン
の
両
親
を
含
む
ク
マ
達
が
既
に
地
震
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
出
来
事
を
基
に
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
伯
父
パ
ス
ト
ュ
ー
ゾ
に
関
し
て

は
死
亡
し
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
後
に
生
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
）。
別
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
ロ
ン
ド
ン
で
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
に
な
る
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
の
長
男
ジ
ョ
ナ
サ
ン
に
は
映
画
で
は
科

学
実
験
や
機
械
作
り
が
趣
味
と
い
う
設
定
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ボ
ン
ド
が
少
年
時
代
か
ら
機
械
い
じ
り
が
大
好
き
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
作
家
活
動
に
専
念
す
る
以
前
、
戦
中
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
技
術
班
に
所
属
し
て

い
た
と
い
う
伝
記
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
原
作
か
ら
の
改

変
は
映
画
製
作
班
が
原
作
を
か
な
り
の
程
度
読
み
込
み
、
ボ
ン
ド
に
つ
い

て
調
べ
あ
げ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
作
り
込
み
故
に
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
』
は
単
な
る
興
行
的
成
功
（
約
二
・
七
億
ド
ル
の
興
行
収
入
）
だ
け
で

な
く
、
映
画
フ
ァ
ン
の
間
で
の
評
価
も
高
い
。

　

本
稿
で
は
原
作
シ
リ
ー
ズ
か
ら
映
画
第
一
作
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
へ
の

多
々
あ
る
改
変
の
中
か
ら
特
に
以
下
の
三
点
に
着
目
す
る
5
。
第
一
に
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グ
ル
ー
バ
ー
氏
に
関
す
る
改
変
、
第
二
に
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
に
関
す
る
改

変
、
そ
し
て
第
三
に
原
作
に
は
無
い
ク
ラ
イ
ド
親
子
に
関
す
る
シ
ナ
リ
オ

の
追
加
で
あ
る
。
上
記
三
点
を
め
ぐ
る
本
稿
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一

方
で
映
画
作
品
を
原
作
者
ボ
ン
ド
の
伝
記
的
事
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
で
あ
り
、
他
方
で
同
作
品
を
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
降

歩
ん
で
き
た
移
民
の
歴
史
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
歴
史

的
文
脈
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
改
変
を
め
ぐ
る
考
察
が
明
ら
か

に
す
る
の
は
、
一
つ
に
、
映
画
版
が
結
束
（co

h
esio

n

）6
を
一
つ
の
理

想
と
し
て
提
示
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
特
に
過
去
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
示
す
べ
き
移
民
へ
の
寛
容
さ
の
具
体
例
と
し

て
過
去
の
史
実
が
そ
の
特
色
を
成
し
て
お
り
、
他
方
で
映
画
版
は
現
在
崩

壊
の
危
機
に
あ
る
と
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
家
族
の
結
束
を
取
り
戻

す
物
語
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。
第
二
に
、
映
画
版
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

主
義
の
風
刺
と
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
の
点
と
も
関
連
し
て
イ
ギ

リ
ス
に
お
け
る
移
民
排
斥
問
題
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
文
脈
で
再
考
す

る
こ
と
を
促
す
一
方
で
、
過
去
を
美
化
す
る
可
能
性
も
孕
ん
で
い
る
。
映

画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
現
在
イ
ギ
リ
ス
が
抱
え
る
移
民
に
対
す
る
排
外

主
義
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
と
い
っ
た
諸
問
題
に
対
し
て
一
つ
の
社

会
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
像
は
現
在
と
未
来
の
間
に
構
築

さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
を
理
想
化
し
、
そ
れ
を
現
在
に
再
現
す
る

こ
と
で
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
が
描
き
出
す
二
種
類
の
結
束

一． 

移
民
と
社
会
の
結
束

　

ま
ず
は
原
作
シ
リ
ー
ズ
と
映
画
版
の
各
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
確
認
し
た

い
。
原
作
シ
リ
ー
ズ
は
主
人
公
で
あ
る
ク
マ
の
子
供
が
「
暗
黒
の
地
ペ
ル

ー
」
か
ら
船
で
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
と
あ
る
駅
で
途
方
に
く

れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
ブ
ラ
ウ
ン
夫
妻
に
拾
わ
れ
る
。
夫
妻
の
子
供
ジ
ュ
デ

ィ
と
ジ
ョ
ナ
サ
ン
、
そ
し
て
家
政
婦
の
バ
ー
ド
夫
人
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ

と
に
な
る
が
、
同
シ
リ
ー
ズ
は
彼
ら
と
の
日
常
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た
心

温
ま
る
話
で
あ
る
。
こ
の
ク
マ
に
は
ペ
ル
ー
語
の
名
前
が
あ
る
が
ブ
ラ
ウ

ン
夫
人
に
は
上
手
く
発
音
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ク
マ
が
ブ
ラ
ウ
ン
夫
妻

と
出
会
っ
た
場
所
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
に
ち
な
み
、「
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
」
と

い
う
イ
ギ
リ
ス
名
が
夫
妻
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
7
。

　

一
方
、
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
、
後
に
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
名
づ
け

ら
れ
る
ク
マ
が
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
で
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
と
出
会
い
、
一
緒
に

住
む
こ
と
に
な
る
点
は
原
作
と
同
じ
で
あ
る
。
か
つ
て
地
理
学
者
協
会
会

員
の
8

イ
ギ
リ
ス
人
探
検
家
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ド
が
ペ
ル
ー
の

奥
地
で
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
伯
父
伯
母
と
出
会
い
、
親
友
に
な
る
こ
と
で
以

降
プ
ロ
ッ
ト
が
展
開
す
る
点
が
新
た
に
大
き
く
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン

ゴ
メ
リ
ー
は
ク
マ
夫
婦
に
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
歓

迎
す
る
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
帰
国
す
る
。
帰
国
後
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
は
こ

の
新
種
の
ク
マ
達
の
存
在
を
証
明
す
る
た
め
に
彼
ら
の
剥
製
の
提
示
、
も
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し
く
は
居
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
地
理
学
者
協
会
に
要
求
さ
れ
、

ク
マ
夫
婦
を
守
る
た
め
に
こ
の
要
求
を
拒
否
す
る
。
そ
の
結
果
モ
ン
ゴ
メ

リ
ー
は
同
協
会
か
ら
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
約
四
十
年
後
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が

イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き
た
時
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
娘
で
ロ
ン
ド
ン
自
然
史

博
物
館
の
剥
製
部
長
ミ
リ
セ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ド
は
父
の
名
誉
回
復
と
自
ら

の
苦
難
の
歴
史
を
払
拭
す
る
た
め
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
捕
獲
し
て
剥
製
に

し
よ
う
と
狙
う
。

　

映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
二
種
類
の
結
束
（co

h
esio

n

）
を
描

き
出
し
て
い
る
。
一
つ
は
移
民
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
結
束
（so

cial 

co
h
esio

n

）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
家
族
に
代
表
さ
れ

る
共
同
体
の
結
束
（co

m
m

u
n
al co

h
esio

n

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
類

の
結
束
を
順
番
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
原
作
に
せ
よ
映
画
版
に
せ
よ
、

「
移
民
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抜
き
に
こ
れ
ら
の
作
品
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
映
画
の
レ
ビ
ュ
ー
で
は
し
ば
し
ば
以
下
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ

ス
へ
の
移
民
を
め
ぐ
るB

rexit

以
降
の
社
会
背
景
と
の
関
連
付
け
が
な

さ
れ
て
い
る
。

[I]f th
e first film
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上
記
の
レ
ビ
ュ
ー
は
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
2
』
の
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
た

めB
rexit

に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
映
画
第
一
作
に
関
し
て
も
、
結
果

と
し
て
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
排
外
主
義
の
風
潮
に
言
及
し
て
い
る
。
事
実
、
映
画
第
一
作
の

主
題
の
一
つ
と
し
て
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
民

と
ホ
ス
ト
社
会
と
の
結
束
へ
の
訴
え
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。

例
え
ば
、
ミ
リ
セ
ン
ト
と
対
峙
し
た
時
の
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
、

It d
o
esn

’t m
atter th

at h
e co

m
es fro

m
 th

e o
th

er sid
e o

f 

th
e w

o
rld

 o
r th

at h
e’s d

ifferen
t sp

ecies o
r th

at h
e h

as 

a w
o
rryin

g m
arm

alad
e h

ab
it. W

e lo
ve P

ad
d
in

gto
n
. A

n
d
 

th
at m

ak
es h

im
 fam

ily. A
n
d
 fam

ilies stick
 to

geth
er! 10

と
叫
び
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
動
物
と
し
か
認
識
し
な
い
ミ
リ
セ
ン
ト
に
異

議
を
唱
え
て
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
渡
す
こ
と
を
拒
む
11
。
ま
た
、
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
自
ら
が
多
文
化
主
義
的
発
言
を
す
る
。

M
rs B

ro
w

n
 says th

at in
 Lo

n
d
o
n
 everyb

o
d
y is d

ifferen
t 

b
u
t th

at m
ean

s an
yo

n
e can

 fi
t in

. I th
in

k
 sh

e m
u
st b

e 

righ
t b

ecau
se alth

o
u
gh

 I d
o
n
’t lo

o
k
 lik

e an
yo

n
e else, 

I really d
o
 feel at h

o
m

e. I w
ill n

ever b
e lik

e o
th

er 

p
eo

p
le, b

u
t th

at’s alrigh
t. B

ecau
se I’m

 a b
ear. 12
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
で
流
れ
る
カ
リ
プ
ソ
調
の
曲
も
ま
た
、

「Lo
n
d
o
n
 is th

e p
lace fo

r m
e./ Lo

n
d
o
n
 th

at lo
vely city./Y

o
u
 

co
u
ld

 g
o
 to

 Fran
ce o

r A
m

erica/ In
d
ia, A

sia o
r A

u
stralia/ 

Y
o
u
’re g

o
n
n
a co

m
e b

ack
 to

 Lo
n
d
o
n
 C

ity. [...] /I’ve b
een

 

travellin
g
 to

 co
u
n
tries years ag

o
/ B

u
t th

is is th
e p

lace I 

w
an

t to
 k

n
o
w

」 

と
移
民
に
よ
る
ホ
ス
ト
社
会
の
積
極
的
肯
定
と
同
社

会
に
お
け
る
自
分
達
の
居
場
所
の
確
保
を
陽
気
に
歌
う
13
。
映
画
で
は
同

曲
を
歌
う
黒
人
バ
ン
ド
が
作
品
の
随
所
に
登
場
し
、
そ
こ
に
は
イ
ギ
リ
ス

の
移
民
に
関
す
る
現
状
を
一
九
四
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
国
籍
法
制
定
の
結
果

一
九
五
〇
〜
六
十
年
代
に
か
け
て
カ
リ
ブ
海
地
域
、
特
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
や

バ
ル
バ
ド
ス
か
ら
渡
英
し
た
移
民
の
歴
史
と
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
明
確

な
意
図
が
う
か
が
え
る
14
。

　

映
画
に
お
い
て
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
移
民
で
あ
る
こ
と
が
明
示
的
で
あ
る

こ
と
と
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
他
者
性
の
強
調
は
お
そ
ら
く
無
縁
で
は
な
い
。

そ
の
最
た
る
例
は
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
ク
マ
と
し
て
の
動
物
性
の
強
調
で
あ

る
。
ク
マ
を
主
人
公
に
し
た
児
童
文
学
の
研
究
で
ア
ン
・
R
・
ニ
ュ
ー
マ

ン
は
、
ク
マ
の
持
つ
性
質
と
し
て
二
足
歩
行
や
雑
食
性
な
ど
人
間
に
類
似

し
て
い
る
一
方
で
、
逆
説
的
に
獰
猛
さ
な
ど
人
間
と
は
か
け
離
れ
た
存
在

で
も
あ
り
、
そ
の
二
律
背
反
性
が
ク
マ
の
表
象
を
通
じ
て
読
者
に
と
っ
て

の
「
他
者
」
を
提
供
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
15
。
原
作
者
ボ
ン
ド
も
ま

た
、
人
間
の
よ
う
に
振
舞
う
ク
マ
と
い
う
設
定
を
し
や
す
か
っ
た
と
語
っ

て
い
る
16
。
映
画
に
登
場
す
る
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
紛
れ
も
な
く
ク
マ
の
姿

を
し
て
い
る
が
、
原
作
で
は
英
語
と
ペ
ル
ー
の
現
地
語
と
い
う
人
間
の
言

葉
以
外
を
話
す
こ
と
が
な
い
の
に
対
し
、
映
画
で
は
「
ク
マ
語
」
も
話
す
。

ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
彼
の
ク
マ
語
の
名
前
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
は
あ
た
か
も

野
獣
の
叫
び
の
よ
う
に
し
か
聞
こ
え
な
い
発
音
で
名
前
を
言
い
、
ジ
ュ
デ

ィ
は
彼
か
ら
ク
マ
語
を
学
ぶ
17
。
映
画
で
は
原
作
よ
り
も
「
ク
マ
性
」
あ

る
い
は
動
物
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
原
作
シ
リ
ー

ズ
の
題
名
がP

ad
d
in

gto
n
 B

ear

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
映
画
はB

ear

が
無
く
な
りP

ad
d
in

gto
n

の
み
と
な
っ
て
い
る
。P

ad
d
in

gto
n

の
「
ク

マ
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
題
名
か
ら
は
読
み
取
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
。
と
は
い
え
こ
の
題
名
変
更
に
何
ら
矛
盾
は
な
く
、
む
し
ろ
変

更
に
よ
っ
て
ミ
リ
セ
ン
ト
と
対
峙
し
た
時
の
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
前
出
の
台
詞

「It d
o
esn

’t m
atter th

at h
e co

m
es fro

m
 th

e o
th

er sid
e o

f th
e 

w
o
rld

 o
r th

at h
e’s d

ifferen
t sp

ecies

」
が
活
き
て
く
る
。
つ
ま
り

パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
他
者
性
の
強
調
は
、
異
質
な
存
在
を
受
け
入
れ
る
ホ
ス

ト
社
会
イ
ギ
リ
ス
の
包
容
力
を
演
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

注
意
す
べ
き
は
、
原
作
と
映
画
で
は
時
代
設
定
が
異
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
た
め
「
移
民
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
文
脈
上
対
象
と
な
る

移
民
集
団
、
お
よ
び
彼
ら
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
関
係
に
は
相
違
が
あ
る
。

映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
の
社
会
背
景
と
し
て
特
に
確
認
し
て
お
く
べ
き

移
民
集
団
は
、
近
年
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

映
画
第
一
作
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
以
前
の
二
〇
一
四
年
に
公

開
さ
れ
て
お
り
、
現
在
のB

rexit

を
め
ぐ
る
議
論
を
映
画
分
析
に
直
接

反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ
諸
国
か
ら
の
移
民
に
対
す

る
反
感
の
高
ま
り
や
排
外
主
義
は
こ
こ
十
年
以
上
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
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映
画
は
こ
う
し
た
社
会
背
景
を
意
識
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
文
脈
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
が
イ
ギ
リ
ス
に

や
っ
て
き
た
経
緯
が
原
作
と
比
較
し
て
詳
細
か
つ
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い

る
点
、
し
か
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
か
ら
ド
イ
ツ
人
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
は

よ
り
一
層
重
要
性
を
増
し
て
く
る
。
何
故
な
ら
こ
の
改
変
に
東
欧
か
ら
の

移
民
問
題
と
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
民
の
歴
史
と
を

関
連
付
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

グ
ル
ー
バ
ー
氏
は
原
作
で
も
映
画
で
も
「
難
民refu

gee

」
と
形
容
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
彼
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き
た
理
由
は
原
作
で
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
グ
ル
ー
バ
ー
氏
自
身
の
語
り
を
通
じ
て
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
彼
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
、
そ

の
後
南
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
時
期
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
難
民
と
し
て

や
っ
て
き
た
後
、
作
中
時
間
の
現
在
ポ
ー
ト
ベ
ロ
ー
ロ
ー
ド
で
骨
董
屋
を

営
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
18
。
彼
に
は
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
が

お
り
、
そ
れ
は
作
者
ボ
ン
ド
が
出
版
社
に
掛
け
合
う
た
め
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
は
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ウ
ナH

arvey U
n
n
a

と
い

う
名
で
、
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。
歴
代
最
年
少
で
ド
イ
ツ
の
判

事
に
な
る
直
前
に
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
逮
捕
リ
ス
ト
に
彼
の
名

前
が
載
っ
て
い
る
こ
と
を
知
人
が
教
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
ウ
ナ
は
ほ

と
ん
ど
持
ち
物
も
持
た
な
い
状
態
で
急
遽
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命
し
た
19
。
グ

ル
ー
バ
ー
氏
の
人
物
設
定
に
影
響
を
与
え
た
別
の
要
因
と
し
て
ボ
ン
ド
が

明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
述
の
ウ
ナ
と
の
関
係
に
加
え
て
、
同
じ

移
民
と
し
て
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
支
え
て
く
れ
る
登
場
人
物
を
物
語
に
加
え

る
こ
と
の
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
ボ
ン
ド
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
勤
務

し
て
い
た
時
に
多
国
籍
か
ら
な
る
同
僚
が
お
り
、
そ
の
中
で
も
ハ
ン
ガ
リ

ー
人
達
は
「
一
番
礼
儀
正
し
く
、
そ
し
て
人
生
の
問
題
に
つ
い
て
哲
学
的
」

で
あ
り
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
友
人
と
し
て
優
し
く
迎
え
る
グ
ル
ー
バ
ー
氏

の
人
物
像
に
最
適
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
20
。

　

以
上
の
よ
う
に
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
物
を
特
定
可
能
な
一
方
で
、
グ
ル

ー
バ
ー
氏
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
理
由
あ
る
い
は
出
来
事
の
結
果
イ
ギ

リ
ス
に
や
っ
て
き
た
の
か
を
私
達
読
者
世
界
に
起
こ
っ
た
歴
史
的
事
実
と

対
応
さ
せ
る
試
み
は
失
敗
に
終
わ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
の

難
民
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
に
よ
る
政

治
亡
命
者
の
多
く
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

21
。
時
期
的
に
一
九
五
八
年
出
版
の
く
ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
・
シ
リ
ー
ズ

第
一
作A

 B
ea

r C
a

lled
 P

a
d

d
in

gton

が
こ
れ
に
着
想
を
得
て
い
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
出
会
っ
た
グ
ル
ー
バ
ー
氏

は
既
に
骨
董
屋
の
経
営
を
確
立
し
て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
暮
ら
し
が
長

く
、
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
詳
し
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
一
九
五
六

年
か
ら
わ
ず
か
数
年
の
内
に
そ
こ
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
に
順
応
し

た
と
は
考
え
に
く
い
。
別
の
角
度
か
ら
の
検
証
を
試
み
る
と
、
南
ア
メ
リ

カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
の
難
民
流
入
に
つ
い
て
原
作
の
着
想
候
補
と
し
て
最

も
考
え
ら
れ
る
の
が
一
九
七
四
年
チ
リ
で
の
革
命
に
よ
る
難
民
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
で
は
一
九
五
八
年
出
版
の
原
作
シ
リ
ー
ズ
に
初
期
か
ら
登
場

す
る
グ
ル
ー
バ
ー
氏
の
経
歴
と
時
系
列
的
に
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
の
一
部
は
一
九
五
六
年
の
動
乱
の
際
南
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
と
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い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
22
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
も
最
初
南
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
事
情
で
イ
ギ
リ
ス
に
再
度
移
動
し
た

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
五
六

年
か
ら
わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
骨
董
屋
業
を
確
立
さ
せ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
も
う
一
つ
の
選
択
肢
は
、「
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
地
域
か
ら
二
百
五
十
万
以
上
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
移
民

し
た
」
と
い
う
史
実
に
基
づ
き
グ
ル
ー
バ
ー
氏
も
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き

た
と
い
う
設
定
で
あ
る
23
。
一
九
五
〇
年
代
の
時
点
で
初
老
の
グ
ル
ー
バ

ー
氏
の
年
齢
を
考
慮
す
る
と
こ
れ
が
最
も
有
力
で
は
あ
る
が
決
定
的
と
ま

で
は
い
か
ず
、
む
し
ろ
上
記
の
様
々
な
要
素
を
融
合
さ
せ
て
作
り
上
げ
ら

れ
た
人
物
と
考
え
る
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
24
。

　

一
方
映
画
は
グ
ル
ー
バ
ー
氏
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き
た
経
緯
を
か
な

り
示
唆
的
に
描
い
て
い
る
。
グ
ル
ー
バ
ー
氏
の
経
営
す
る
骨
董
屋
を
訪
れ

た
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
に
向
か
っ
て
同
氏
が
語
る
こ
と
に
よ

れ
ば
、
彼
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
に
伯
母
の
い
る
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て

き
た
。
多
く
の
レ
ビ
ュ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
体
験
の
背
景

と
な
っ
て
い
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
子
供
を
引
き
取
る
運
動
（
一
九

三
八
〜
三
九
年
の
キ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
トK

in
d
ertran

sp
o
rt

と
呼

ば
れ
る
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
供
達
を
救

い
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
）
で
あ
っ
た
25
。
こ
こ
で
付
け
加
え
る

べ
き
映
画
で
の
グ
ル
ー
バ
ー
氏
の
人
物
像
に
、
鉄
道
好
き
と
い
う
特
徴
が

挙
げ
ら
れ
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
ら
が
グ
ル
ー
バ
ー
氏
の
骨
董
屋
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、
鉄
道
模
型
に
乗
っ
た
紅
茶
セ
ッ
ト
が
運
ば
れ
て
く
る
。
原

作
者
ボ
ン
ド
は
少
年
時
代
に
鉄
道
模
型
を
所
持
し
、
こ
れ
を
大
切
に
し
て

い
た
と
自
伝
で
語
っ
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
が
経
営
す
る
骨
董
屋
で

の
鉄
道
模
型
を
使
っ
た
演
出
は
、
次
の
場
面
に
登
場
す
る
キ
ン
ダ
ー
ト
ラ

ン
ス
ポ
ー
ト
の
話
の
導
入
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
伝
記
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
点
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
鉄
道
と
ユ
ダ
ヤ
人
移
民
の
関
係
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
直
前

に
ボ
イ
ド
が
レ
デ
ィ
ン
グ
駅
で
し
ば
し
ば
見
か
け
た
と
い
う
キ
ン
ダ
ー
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
で
や
っ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
供
達
の
光
景
と
い
う
別
の

伝
記
的
事
実
と
も
結
び
つ
く
26
。
鉄
道
模
型
を
使
っ
た
こ
の
よ
う
な
演
出

は
、
グ
ル
ー
バ
ー
氏
と
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
見
知
ら
ぬ
国
に
や
っ
て
き
た
子

供
の
孤
独
と
不
安
を
共
有
す
る
移
民
と
い
う
二
人
の
共
通
点
を
可
視
化
し
、

イ
ギ
リ
ス
を
移
民
の
孤
独
や
不
安
を
優
し
く
包
み
込
み
恩
恵
を
与
え
る
国

と
し
て
表
象
す
る
。
と
同
時
に
、
映
画
版
は
映
画
作
成
時
の
二
〇
一
〇
年

代
を
舞
台
と
し
て
い
る
た
め
、
老
人
グ
ル
ー
バ
ー
氏
が
一
九
三
〇
年
代
末

に
キ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
で
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
設
定

も
年
齢
的
に
十
分
整
合
性
が
生
じ
る
。

　

こ
う
し
た
点
に
加
え
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
作
者
ボ
ン
ド
の

伝
記
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
ボ
ン
ド
の
自
責
の
念
で
あ

る
。
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
個
人
的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
、
ボ
ン
ド
は
自
伝
の
中

で
ウ
ナ
に
関
す
る
話
以
外
に
も
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
つ
は
彼
の
少
年
時
代
、
近
所
に
住
ん
で
い
た
ネ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
エ
ン
と

い
う
ユ
ダ
ヤ
人
の
友
人
に
対
し
て
人
種
差
別
的
発
言
を
し
た
こ
と
で
、
友

人
の
親
か
ら
そ
の
後
一
切
の
交
流
を
禁
じ
ら
れ
た
体
験
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
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ド
は
こ
の
発
言
を
非
常
に
後
悔
し
て
い
る
と
語
る
27
。
も
う
一
つ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
原
作
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
作
に
対
す
る
読
者
か
ら
の
手
紙
に
同

作
品
が
反
人
種
差
別
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
と
読
め
る
と
い
う
コ

メ
ン
ト
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
ボ
ン
ド
は

前
出
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
友
人
の
父
親
が
こ
の
手
紙
を
見
た
ら
喜
ん
で
く
れ
る

だ
ろ
う
か
と
考
え
る
28
。
こ
の
よ
う
に
ボ
ン
ド
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
人

種
問
題
を
考
え
る
際
に
特
別
な
存
在
で
あ
り
続
け
た
。
グ
ル
ー
バ
ー
氏
が

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
き
た
背
景
が

映
画
で
か
な
り
明
示
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
は
、
こ
う
し
た
原
作
者
の

過
去
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
関
係
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
ら
ず
映
画
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
か
ら
ド
イ
ツ
人
へ
の
改

変
が
な
さ
れ
た
。
当
然
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
改
変
は
グ
ル
ー
バ
ー

氏
の
モ
デ
ル
と
し
て
ボ
ン
ド
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
ウ
ナ
と
の
関
わ

り
を
よ
り
色
濃
く
出
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
以
上
に
重
要
な
の
が
、

映
画
に
お
い
て
キ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
基
づ

い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
グ
ル
ー
バ
ー
氏
が
語
る
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
か
ら
の
移
民
を
「
受
け
入
れ
た
と
い
う
過
去
」
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
映
画
版
は
過
去
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
示
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
寛

容
の
姿
勢
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
移
民

に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
が
同
様
の
寛
容
さ
示
す
こ
と
を

視
聴
者
に
期
待
さ
せ
る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
過
去
を
理
想
化
し
、
そ
う

し
て
獲
得
さ
れ
た
理
想
像
が
現
在
に
投
影
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
映
画

『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
過
去
に
力
点
を
置
く
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
呼
べ
る
。

二
． 

家
族
の
結
束
の
物
語

　

ボ
ン
ド
は
自
伝
の
中
で
原
作
シ
リ
ー
ズ
の
各
登
場
人
物
の
設
定
や
人
物

像
に
関
し
て
着
想
の
由
来
を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
ロ

ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
ー
に
勤
務
す
る
設
定
や
二
人
の
子
供
ジ
ュ
デ
ィ
と
ジ
ョ

ナ
サ
ン
が
寄
宿
舎
学
校
に
通
っ
て
い
る
設
定
は
、
彼
ら
が
必
ず
し
も
家
に

居
る
必
要
が
な
い
よ
う
に
し
、
毎
回
の
物
語
展
開
に
参
加
さ
せ
る
必
然
性

を
排
除
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
プ
ロ
ッ
ト
の
ご
都
合
主
義
の
結
果
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
暴
露
」
の
中
で
ボ
ン
ド
は
、

隣
人
で
意
地
悪
な
カ
リ
ー
氏
を
登
場
さ
せ
た
理
由
の
一
つ
は
「
他
の
登
場

人
物
が
イ
ー
ジ
ー
・
ゴ
ー
イ
ン
グ
で
あ
る
た
め
刺
激
を
必
要
と
し
た
か
ら

だ
」
と
語
っ
て
い
る
29
。
原
作
の
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
は
物
語
当
初
か
ら
パ
デ

ィ
ン
ト
ン
を
自
宅
に
温
か
く
迎
え
る
寛
容
な
人
々
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
家
庭
は
調
和
そ
の
も
の
で
あ
り
、
家
族
の
う
ち
だ
れ
が
提
案
す
る

こ
と
に
対
し
て
も
他
の
メ
ン
バ
ー
は
賛
同
の
意
を
示
す
。
そ
こ
に
は
不
協

和
音
や
対
立
は
発
生
し
な
い
。
家
政
婦
の
バ
ー
ド
夫
人
は
一
見
気
難
し
い

態
度
を
取
り
な
が
ら
も
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
家
に
住
む
と
い
う
決
定
に
異
議

を
唱
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

原
作
シ
リ
ー
ズ
に
み
ら
れ
る
一
貫
し
た
家
庭
の
調
和
と
は
対
照
的
に
、

映
画
は
前
述
の
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
台
詞 

「
私
達
は
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
大
好
き

だ
。
だ
か
ら
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
家
族
の
一
員
だ
。
そ
し
て
家
族
は
一
緒

に
い
て
支
え
あ
う
も
の
だW

e lo
ve P

ad
d
in

gto
n
. A

n
d
 th

at m
ak

es 

h
im

 fam
ily. A

n
d
 fam

ilies stick
 to

geth
er!

」
の
よ
う
に
、
パ
デ
ィ
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ン
ト
ン
と
の
暮
ら
し
を
通
じ
て
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
が
家
族
の
結
束
を
「
取
り

戻
す
」
物
語
で
あ
る
。
失
わ
れ
た
理
想
的
な
家
族
像
の
回
復
を
描
き
出
す

意
味
で
、
映
画
版
は
過
去
に
こ
だ
わ
り
、
過
去
を
理
想
化
す
る
。
パ
デ
ィ

ン
ト
ン
を
自
宅
で
し
ば
ら
く
の
間
預
か
る
べ
き
だ
と
い
う
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人

の
提
案
に
対
し
て
、
家
族
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
反
応
を
示

す
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
家
族
に
災
厄
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
と
い
う
理

由
で
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
基
本
的
に
反
対
す
る
。
ジ
ョ
ナ
サ
ン
は
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
に
子
供
な
り
の
好
奇
心
を
示
す
が
、
ジ
ュ
デ
ィ
は
羞
恥
心
か
ら
く
る
無

関
心
を
装
い
、
ほ
と
ん
ど
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
女

は
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
部
屋
に
篭
り
が
ち
で
あ
っ
た
り

と
家
族
と
の
意
思
の
疎
通
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
物
語
開
始
当
初
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
は
調
和
の
あ
る
家
庭
と
し
て
描
か
れ
て

は
い
な
い
。

　

家
族
や
子
供
へ
の
リ
ス
ク
を
過
度
に
気
に
し
て
保
険
の
話
を
持
ち
出
す

ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
の
ベ
ン
チ
の
上
を
歩
く
ジ
ョ
ナ
サ
ン

に
対
し
て
マ
ナ
ー
の
悪
さ
で
は
な
く
、
ベ
ン
チ
か
ら
飛
び
降
り
る
こ
と
で

生
じ
る
危
険
性
を
説
く
。
か
つ
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
正
反
対
の
人
物
で
あ

っ
た
。
夫
人
と
の
間
に
子
供
が
生
ま
れ
る
以
前
の
若
か
り
し
頃
は
ハ
ー
レ

ー
・
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
を
妊
娠
中
の
夫
人
と
タ
ン
デ
ム
で
乗
り
回
す
、
今
と

似
て
も
似
つ
か
な
い
自
由
奔
放
な
性
格
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
子

供
が
生
ま
れ
た
途
端
に
子
供
を
大
事
に
す
る
あ
ま
り
過
度
に
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
探
検
家
の
娘
ミ
リ
セ
ン
ト
に
よ

っ
て
麻
酔
で
眠
ら
さ
れ
た
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
救
出
す
べ
く
、
勇
気
を
振
り

絞
っ
て
雪
で
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
自
然
史
博
物
館
の
窓
の
外
を
地
上

高
く
伝
っ
て
移
動
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
犯
し
な
が
ら
も
、
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
が
眠
ら
さ
れ
て
い
る
場
所
ま
で
到
達
す
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
救
出
す

る
過
程
で
、
か
つ
て
の
勇
敢
さ
と
家
族
愛
を
取
り
戻
す
。

　

前
述
の
通
り
、
ジ
ュ
デ
ィ
は
テ
ィ
ー
ン
ネ
イ
ジ
ャ
ー
特
有
の
物
事
に
対

す
る
無
関
心
さ
を
装
う
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
は
興
味
が
な
い
と
い
う
よ
う

に
、
帰
宅
後
家
族
と
の
会
話
も
ほ
と
ん
ど
な
し
に
早
々
と
自
室
に
引
き
こ

も
る
。
ま
た
、
映
画
版
で
は
彼
女
に
は
同
級
生
の
恋
人
が
い
る
の
だ
が
、

恋
人
が
い
る
こ
と
を
ジ
ョ
ナ
サ
ン
が
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
に
告
げ
た
際
に
は
、

親
か
ら
の
干
渉
を
ひ
ど
く
嫌
が
る
。
し
か
し
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
ス
リ
の

常
習
犯
を
捕
ま
え
る
の
に
貢
献
し
た
場
面
を
た
ま
た
ま
学
校
の
校
舎
か
ら

目
撃
し
、
一
緒
に
見
て
い
た
恋
人
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
褒
め
る
一
言
を
聞

い
て
、
す
っ
か
り
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
親
身
に
な
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
氏
も
ジ
ュ

デ
ィ
も
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
い
う
触
媒
を
き
っ
か
け
に
他
の
家
族
の
メ
ン
バ

ー
に
心
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
家
族
の
結
束
が
取
り
戻
さ
れ

る
。

　

映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
に
家
族
の
絆
の
復
活
が
描
か
れ
て
い
る
社
会

的
背
景
と
し
て
、
近
年
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
家
族
を
中
心
と
し
た
共

同
体
の
崩
壊
が
考
え
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
若

者
の
文
化
が
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
方
で
経
済
不
況
に
よ
り

社
会
不
満
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。「
不
満
の
冬W

in
ter o

f D
isco

n
ten

t

」

と
形
容
さ
れ
る
同
時
代
に
お
け
る
社
会
不
満
は
、
と
き
に
ス
ト
ラ
イ
キ
や

デ
モ
に
発
展
す
る
一
方
で
、
政
治
に
関
心
の
な
い
若
者
ら
は
フ
ラ
ス
ト
レ
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ー
シ
ョ
ン
発
散
に
器
物
破
損
や
路
上
で
の
飲
酒
な
ど
を
繰
り
返
す
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
30
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｏ
（A

n
ti-so

cial 

B
eh

avio
u
r O

rd
er

の
略
）
が
社
会
問
題
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
や
一
九
九
〇
年
代
の
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ジ
ャ
ー
首
相
の
新

自
由
主
義
に
よ
る
「
小
さ
な
政
府
」、
さ
ら
に
は
二
〇
一
〇
年
代
の
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
そ
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
内
閣
の
財
務
大
臣
ジ
ョ

ー
ジ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
に
よ
る
緊
縮
財
政
政
策
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
主

に
保
守
党
の
歴
代
首
相
や
大
臣
が
政
府
に
頼
ら
な
い
共
同
体
内
で
の
助
け

合
い
、
家
族
の
伝
統
的
価
値
観
の
復
活
や
家
庭
内
の
絆
に
つ
い
て
繰
り
返

し
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
で
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
駅
の
遺
失
物
預
か
り
所

の
前
で
途
方
に
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
に
発
見
さ
れ
る
。

こ
の
場
面
で
遺
失
物
預
か
り
所
は
イ
ギ
リ
ス
社
会
が
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し

ま
っ
た
伝
統
的
価
値
観
の
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
こ
の
場
所
で
ブ
ラ
ウ
ン

一
家
が
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
発
見
す
る
こ
と
に
、
同
映
画
が
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

を
通
じ
て
喪
失
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
価
値
観
を
再
び
取
り
戻
す
物
語

で
あ
る
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
一
人
佇
ん

で
い
る
背
後
で
「Lo

st &
 Fo

u
n
d

」
の
文
字
を
記
し
た
遺
失
物
預
か
り
所

の
ネ
オ
ン
の
照
明
の
う
ち
、
消
え
か
か
っ
て
い
たFo

u
n
d

の
文
字
が
点

灯
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
と
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
出
会
い
を

表
現
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
パ
テ
ィ
ン
ト
ン
と
の
出
会
い
を
通
じ
て

こ
れ
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
が
失
わ
れ
た
家
族
の
絆
を
取
り
戻
す
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
失
わ
れ
て
い
く
伝
統

的
価
値
観
を
表
象
し
た
演
出
は
そ
の
直
前
の
場
面
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
来
る
前
、
ペ
ル
ー
で
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
伯
父
伯
母
夫

妻
は
探
検
家
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
か
ら
貰
っ
た
音
声
学
習
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
英

語
と
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
に
つ
い
て
毎
晩
学
ぶ
。
彼
ら
が
習
う
英
語
や
イ
ギ

リ
ス
文
化
は
約
四
十
年
前
に
製
作
さ
れ
た
語
学
教
材
が
教
え
る
ま
ま
の
も

の
で
あ
り
、
時
代
錯
誤
的
文
化
理
解
を
抱
い
た
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
現
在
の

イ
ギ
リ
ス
の
変
容
ぶ
り
に
困
惑
す
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
体
験
す
る
イ
ギ

リ
ス
の
駅
の
様
子
は
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
人
で
溢
れ
か
え
っ
て
お
り
、
見

知
ら
ぬ
存
在
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
対
し
て
「
ご
機
嫌
い
か
が
」、「
お
初
に

お
目
に
か
か
り
ま
す
」、「
良
い
天
気
で
す
ね
」
と
い
っ
た
古
め
か
し
い
挨

拶
が
も
は
や
交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
無
味
乾
燥
な
世
界
に
な
っ
て
い
る
。

彼
が
帽
子
を
ち
ょ
こ
ん
と
持
ち
上
げ
る
挨
拶
に
唯
一
反
応
し
て
く
れ
る
の

が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
曲
が
流
れ
て
い
る
間
に
同
映
画
に
友
情
出
演
し
て

い
る
原
作
者
ボ
ン
ド
自
身
だ
け
と
い
う
の
は
、
何
と
も
皮
肉
で
あ
る
。

　

気
が
つ
い
て
み
れ
ば
、
私
達
の
生
き
る
二
〇
一
〇
年
代
が
舞
台
の
映
画

の
中
で
登
場
人
物
が
誰
一
人
と
し
て
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

用
し
て
い
な
い
こ
と
に
視
聴
者
は
違
和
感
を
覚
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
デ
バ
イ
ス
の
普
及
が
近
年
の
人
間
関
係
の
希
薄
さ
を
生
み
出
す
原
因
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
専
門
家
に
よ
る
再
三
の
指
摘
を
思
い
出
し
て
み
れ
ば
、

登
場
人
物
達
が
固
定
電
話
を
使
用
し
て
い
る
場
面
が
映
画
内
で
度
々
登
場

す
る
こ
と
は
、
こ
の
物
語
全
体
を
通
じ
て
家
族
に
代
表
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
結
束
の
復
活
が
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
容
易
に
納
得
の
い
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く
こ
と
で
あ
る
（
例
：
カ
リ
ー
氏
が
利
用
す
る
公
衆
電
話
や
ブ
ラ
ウ
ン
一

家
が
数
度
使
用
し
て
い
る
自
宅
の
固
定
電
話
）。
自
然
史
博
物
館
に
囚
わ

れ
た
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
救
出
の
た
め
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
が
下
水
道
を
通
っ
て
建

物
内
に
侵
入
す
る
と
い
う
の
も
ま
た
、
過
去
へ
の
回
帰
の
象
徴
と
な
っ
て

い
る
。
政
治
学
者
で
あ
り
歴
史
家
で
も
あ
る
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
が
説

明
す
る
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
下
水
道
は
そ
の
大
部
分
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

朝
に
建
設
さ
れ
た
当
時
の
も
の
を
未
だ
に
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
故
増
大

し
た
現
代
の
ロ
ン
ド
ン
の
人
口
に
対
応
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
で
は
も
は
や
な

く
な
っ
て
い
る
と
同
氏
は
指
摘
し
て
い
る
31
。
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』

で
は
ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
は
絵
本
の
挿
絵
画
家
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

彼
女
は
当
初
、
ヒ
ー
ロ
ー
が
下
水
道
で
ヒ
ロ
イ
ン
を
救
出
す
る
挿
絵
を
描

こ
う
と
す
る
が
、
ヒ
ー
ロ
ー
の
顔
が
思
い
つ
か
ず
に
悩
ん
で
い
る
。
自
ら

の
危
険
を
顧
み
ず
に
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
夫
の
中
に
ブ

ラ
ウ
ン
夫
人
は
ヒ
ー
ロ
ー
像
を
再
発
見
す
る
が
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
救
出
の

た
め
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
下
水
道
を
通
る
こ
と
で
、
過
去
へ
の
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ル
を
疑
似
体
験
し
（
お
そ
ら
く
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
的
家
庭
の
調
和

と
理
想
像
の
獲
得
と
い
う
文
脈
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
）、
そ
こ
に
は
夫

婦
愛
と
家
族
の
結
束
の
回
復
へ
と
つ
な
が
る
、
産
道
を
通
っ
て
い
く
胎
児

誕
生
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
一
度
下
水
道
と
い

う
汚
れ
た
道
を
通
る
よ
う
な
必
ず
し
も
心
地
よ
い
行
程
で
は
な
い
、
つ
ま

り
ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
勇
敢
さ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
困
難
を
伴
う
も
の
だ
っ

た
と
し
て
も
。

植
民
地
主
義
と
博
物
館
：
剥
製
が
も
つ
象
徴
性

 　

探
検
家
の
娘
ミ
リ
セ
ン
ト
・
ク
ラ
イ
ド
は
原
作
に
は
一
切
登
場
し
な

い
、
映
画
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
登
場
人
物
で
あ
る
。
彼
女
は
ロ
ン
ド
ン

自
然
史
博
物
館
の
剥
製
部
長
で
あ
り
、
父
親
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
た
め
に
パ

デ
ィ
ン
ト
ン
を
捕
ら
え
、
剥
製
に
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
映
画
に
お
け
る

い
わ
ゆ
る
悪
役
で
あ
る
。
彼
女
は
何
故
剥
製
部
長
と
い
う
設
定
上
の
役
割

を
与
え
ら
れ
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
生
き
た
ま
ま
世
間
に
公
開
し
よ
う
と
は

せ
ず
に
剥
製
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
興
味
深
い
点
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
探
検
家
が
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
故
郷
「
暗
黒
の
地
ペ
ル
ー
」

を
訪
れ
る
こ
と
自
体
は
、
原
作
に
そ
の
発
想
元
と
な
る
逸
話
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
来
た
の
は
彼

の
伯
母
が
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
見
聞
を
広
め
る
こ
と
を
勧
め
た
の
が
理
由

で
あ
る
と
原
作
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
十
二
年
刊
行
の
『
パ
デ
ィ

ン
ト
ン
、
映
画
に
出
るP

a
d

d
in

gton
 R

a
ces A

h
ea

d

』
お
よ
び
二
〇

一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
よ
り
愛
を
こ
め
てLove from

 

P
a

d
d

in
gton

』
で
こ
の
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
同
作
品
に
よ

る
と
行
き
先
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
十
九
世
紀
半
ば

イ
ギ
リ
ス
人
実
業
家
が
ペ
ル
ー
を
訪
れ
た
際
に
そ
こ
に
住
む
ク
マ
達
の
居

住
環
境
の
改
善
を
決
意
し
、
彼
ら
の
た
め
に
基
金
を
設
立
し
て
ク
マ
達
を

援
助
し
た
た
め
、
現
地
の
ク
マ
達
は
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
好
感
を
も
っ
て

い
た
か
ら
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
イ
ギ
リ
ス
に
来
て
す
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ぐ
に
流
暢
な
英
語
を
使
え
る
の
は
、
日
ご
ろ
か
ら
伯
母
に
英
語
を
教
わ
り
、

将
来
イ
ギ
リ
ス
に
行
く
準
備
を
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
32
。

　

映
画
版
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
登
場
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
探

検
や
地
理
学
者
協
会
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
を
加
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
や
ブ
ラ
ウ
ン
一
家

が
ミ
リ
セ
ン
ト
と
対
決
す
る
場
所
が
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
で
あ
る
点

を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
博
物
館
は
一
九
六
三
年
ま
で
大
英
博

物
館
の
分
館
で
あ
っ
た
。
大
英
博
物
館
開
館
は
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
卿
が

世
界
各
地
で
収
集
し
た
動
植
物
や
文
化
財
か
ら
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
彼

の
死
後
、
ス
ロ
ー
ン
卿
の
遺
言
に
基
づ
い
て
一
七
五
三
年
に
英
国
議
会
が

買
い
取
り
、
一
般
に
公
開
し
た
こ
と
に
遡
る
。
後
に
「
恐
竜
」
と
い
う
言

葉
を
産
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
エ
ン
卿
が
大
英

博
物
館
の
自
然
史
部
門
長
に
就
任
す
る
と
、
増
大
す
る
同
部
門
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
保
管
・
展
示
す
る
た
め
、
彼
の
命
に
よ
り
一
八
八
一
年
新
た
に

開
設
さ
れ
た
の
が
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
で
あ
っ
た
33
。
ナ
イ
ジ
ェ

ル
・
リ
ー
ス
ク
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
間
に
書
か
れ

た
旅
行
記
を
扱
っ
た
著
書
の
中
で
、
大
英
博
物
館
に
今
な
お
展
示
さ
れ
て

い
る
ラ
ム
セ
ス
二
世
の
石
像
を
大
英
博
物
館
が
買
い
取
る
に
至
っ
た
一
連

の
い
き
さ
つ
を
中
心
に
、
科
学
者
で
あ
り
探
検
家
と
し
て
も
有
名
な
ジ
ョ

セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
ら
探
検
家
と
大
英
博
物
館
、
そ
し
て
そ
の
背
景
と
し
て

の
植
民
地
主
義
と
当
時
の
ア
フ
リ
カ
の
支
配
者
と
の
関
係
を
詳
し
く
論
じ

て
い
る
34
。
大
英
博
物
館
や
そ
の
分
館
で
あ
っ
た
自
然
史
博
物
館
が
、
王

立
植
物
園
キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
他
の
博
物
館
や
植
物
園
と
並
び
、

か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
が
世
界
各
地
で
収
集
し
た
品
々
が
展
示
・
保
管
さ
れ
て

い
る
植
民
地
主
義
の
象
徴
的
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
す
で
に
数

多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
そ
れ
を
詳
細
に
論

じ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
35
。 

　

地
理
学
者
協
会
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
王
立
地
理
学
会
も
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
主
義
・
帝
国
主
義
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

王
立
地
理
学
会
は
一
八
三
〇
年
に
地
理
学
の
発
展
を
目
的
に
ロ
ン
ド
ン
で

創
設
さ
れ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ヴ
ィ

ン
グ
ス
ト
ン
、
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ー
ト
ン
・
ス
タ
ン
リ
ー
ら
多
く
の
探
検
家

や
旅
行
家
を
支
援
し
、
彼
ら
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
海
外
の
土
地
に

関
す
る
知
識
・
物
品
・
地
図
は
収
集
・
蓄
積
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

活
動
を
支
え
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
王
立
地
理
学
会
は
英
国
王
立
協

会R
o
yal So

ciety

や
海
軍
本
部A

d
m

iralty

と
並
ん
で
、
ブ
ル
ー
ノ
・

ラ
ト
ュ
ー
ル
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
計
算
の
中
心cen

tre 

o
f calcu

latio
n

」
と
し
て
同
国
の
科
学
の
発
展
を
担
う
重
要
な
機
関
で

あ
っ
た
36
。
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
明
ら
か
に
こ
う
し
た
植
民
地
主

義
的
文
脈
を
意
識
し
て
製
作
さ
れ
て
お
り
、
作
中
で
ミ
リ
セ
ン
ト
は
捕
ら

え
た
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
に
向
か
っ
て
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ロ
バ

ー
ト
・
F
・
ス
コ
ッ
ト
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
と
い
っ
た
過
去
に
世
界

を
航
海
し
、
ゾ
ウ
ガ
メ
・
ペ
ン
ギ
ン
・
カ
ン
ガ
ル
ー
な
ど
の
「
珍
獣
」
を

収
集
し
た
探
検
家
・
科
学
者
ら
の
名
と
偉
業
を
列
挙
し
て
聞
か
せ
る
。
ミ

リ
セ
ン
ト
の
野
望
は
い
わ
ば
こ
の
偉
人
リ
ス
ト
に
自
ら
の
名
を
加
え
る
と

い
う
時
代
錯
誤
的
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
地
理
学
者
協
会
そ
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の
も
の
も
植
民
地
主
義
的
性
格
を
強
く
有
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
が

「
暗
黒
の
地
ペ
ル
ー
」
で
新
種
の
ク
マ
（
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
伯
父
伯
母
夫

妻
）
に
出
会
っ
た
こ
と
の
証
拠
を
求
め
て
問
い
詰
め
る
協
会
の
会
員
達
は

文
明
化
の
基
準
を
西
洋
の
視
点
か
ら
定
義
す
る
傲
慢
さ
を
持
つ
。

C
o
m

e o
ff it, C

lyd
e. T

h
ey d

id
n
’t even

 sp
eak

 E
n
glish

.

– W
ell, n

o
, b

u
t...

–  D
id

 th
ey p

lay crick
et?

–  D
rin

k
 tea?

–  D
o
 th

e cro
ssw

o
rd

?

P
retty ru

m
 id

ea o
f civilisatio

n
 yo

u
’ve go

t, C
lyd

e. 37

科
学
的
証
拠
と
し
て
ク
マ
の
捕
獲
や
剥
製
の
提
示
を
求
め
、
そ
れ
が
叶
わ

な
か
っ
た
場
合
は
即
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
を
協
会
か
ら
除
名
す
る
排
他
的
態
度

に
は
、
植
民
地
主
義
時
代
に
西
洋
が
科
学
の
名
の
下
に
犯
し
て
き
た
数
々

の
行
為
に
対
す
る
批
判
を
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら

に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
時
代
錯
誤
的
な
ギ
ミ
ッ
ク
を
用
い
た
協
会
の
ア

ー
カ
イ
ヴ
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
は
映
画
の
視
聴
者
を
視
覚
的
に
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
一
方
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
下
水
道
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た

英
国
の
過
去
の
遺
産
を
連
想
さ
せ
る
。

　

剥
製
技
術
の
改
良
者
で
あ
り
、
他
に
も
シ
カ
ゴ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
で
の
展
示
会
の
企
画
者
、

そ
し
て
自
ら
数
度
に
わ
た
る
ア
フ
リ
カ
探
検
を
行
う
ほ
ど
の
収
集
家
と
し

て
そ
の
名
を
残
す
カ
ー
ル
・
エ
イ
ク
リ
ー
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
丸
山

雄
生
や
マ
リ
ア
ン
ナ
・
ト
ル
ゴ
ヴ
ニ
ッ
ク
は
剥
製
そ
の
も
の
の
意
義
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
い
る
。
異
な
る
時
期
に
発
表
さ
れ
た
か
た
や
博
士

論
文
か
た
や
書
評
で
あ
る
二
つ
の
文
章
が
共
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
剥

製
が
過
去
を
固
定
化
し
、
展
示
者
に
と
っ
て
の
理
想
を
表
象
す
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
剥
製
は
「
観
念
的
な
理
想
の
投
影
」
と
な
る
38
。
ミ
リ
セ
ン

ト
が
見
る
者
に
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
生
き
た
ま

ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
展
示
を
試
み
ず
、
剥
製
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
は
お

そ
ら
く
そ
こ
に
あ
る
。
父
親
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
が
地
理
学
者
協
会
を
追
放
さ

れ
た
こ
と
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
、
彼
女
に
と
っ
て
の
失
わ
れ
た
過
去
の
理

想
と
名
誉
を
現
在
に
実
現
し
、
そ
れ
ら
を
不
滅
の
存
在
へ
と
固
定
化
す
る

こ
と
で
あ
る
39
。
前
述
の
探
検
家
・
科
学
者
の
偉
業
を
語
っ
た
後
、
ミ
リ

セ
ン
ト
は
自
身
の
父
親
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

E
ach

 o
f th
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een
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h
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u
s sp

ecies, h
e 

refu
sed

 to
 co

llect a sp
ecim

en
. (Italics ad

d
ed

)
40

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
が
「
暗
黒
の
地
ペ
ル
ー
」
で
新
種
の
ク
マ
を
発
見
し
た
と

い
う
「
事
実
」
が
、
因
習
的
思
想
を
持
つ
地
理
学
者
協
会
の
会
員
達
の
見

解
に
よ
っ
て
ミ
リ
セ
ン
ト
ら
家
族
の
目
の
前
で
「
失
わ
れ
た
」
こ
と
が
、

逆
に
ミ
リ
セ
ン
ト
を
逃
げ
出
す
こ
と
の
け
っ
し
て
な
い
事
実
へ
の
執
着
へ
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と
駆
り
立
て
た
。
剥
製
に
す
る
こ
と
で
彼
女
は
自
ら
の
手
で
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
を
固
定
化
さ
れ
た
存
在
へ
と
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
一
家

と
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
が
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ド
に
関
す
る
闇
に
葬
ら
れ

た
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
で
両
者
の
協
力
関
係
を
築
く
た
め
に
真
実
を
知

ろ
う
と
す
る
未
来
志
向
で
あ
る
の
に
対
し
、
ミ
リ
セ
ン
ト
は
じ
つ
に
過
去

に
囚
わ
れ
た
人
物
と
い
え
る
。
エ
レ
ー
ナ
・
Ｄ
・
リ
オ
の
言
葉
を
借
り
る
な

ら
ば
、
彼
女
の
行
為
そ
の
も
の
が
「
剥
製
が
も
つ
不
可
逆
性
」
が
産
み
出

す
過
去
の
固
定
な
の
で
あ
る
41
。

　

も
ち
ろ
ん
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
こ
う
し
た
植
民
地
主
義
を
反
転

さ
せ
、
と
き
に
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ー
に
描
き
出
す
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
は
パ
デ

ィ
ン
ト
ン
の
伯
父
伯
母
夫
婦
を
発
見
す
る
も
の
の
、
自
身
の
名
誉
よ
り

も
ク
マ
達
の
幸
福
を
優
先
し
、
自
己
犠
牲
の
道
を
選
択
す
る
。
ま
た
、 

探

検
に
は
「
必
需
品
の
み
を
携
え
、
身
軽
に
旅
を
し
たI travelled

 ligh
t, 

carryin
g o

n
ly th

e ab
so

lu
te essen

tials

」
と
語
る
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
が

実
際
に
は
現
地
の
従
者
に
大
き
な
ピ
ア
ノ
を
運
ば
せ
て
い
る
な
ど
の
「
イ

ギ
リ
ス
人
ら
し
さ
」
を
風
刺
し
、
そ
こ
に
ユ
ー
モ
ア
と
批
判
を
こ
め
る
42
。

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
探
検
全
体
が
コ
メ
デ
ィ
調
で
語
ら
れ
て
お
り
、
ミ
リ
セ

ン
ト
の
野
望
も
ま
た
皮
肉
に
も
「
生
き
た
」
鳩
の
群
れ
に
よ
っ
て
阻
ま
れ

る
。
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
に
お
け
る
植
民
地
主
義
批
判
は
こ
う
し
た

風
刺
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
「
暗
黒
の
地
ペ
ル
ー
」
探
検

は
一
般
人
が
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
情
報
と
し
て
地
理
学
者
協
会
に
よ
っ
て

秘
密
に
保
管
さ
れ
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
地
理
学
者

協
会
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
主
義
の
歴
史
を
記
述
す
る
た
め
の
知
識
や
情

報
を
管
理
可
能
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
映
画
序
盤
で

ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
に
関
す
る
情
報
を

検
索
し
て
も
、
ペ
ル
ー
に
行
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
探
検
家
は
存
在
し
な
い
と

い
う
結
果
を
得
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
、
そ
し
て
ミ
リ
セ

ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
方
法
で
地
理
学
者
協
会
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

歴
史
を
書
き
直
そ
う
と
す
る
。
ミ
リ
セ
ン
ト
は
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
を
捕
獲
し

剥
製
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
隠
蔽
さ
れ
た
父
の
探
検
に
ま
つ
わ
る
歴
史

を
修
正
し
よ
う
と
す
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
と
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
は
ペ
ル
ー
へ

の
イ
ギ
リ
ス
人
探
検
家
の
情
報
を
求
め
て
地
理
学
者
協
会
に
忍
び
込
み
、

歴
史
の
闇
に
葬
ら
れ
て
い
た
探
険
家
の
情
報
を
入
手
す
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト

ン
が
移
民
の
視
点
か
ら
逆
に
「
異
国
情
緒exo

tic

」
と
呼
ぶ
バ
ゲ
ッ
ト
の

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
、
誤
っ
て
地
理
学
者
協
会
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
管
理
シ
ス
テ

ム
の
チ
ュ
ー
ブ
に
詰
ま
る
こ
と
で
ギ
ミ
ッ
ク
を
機
能
不
全
に
陥
ら
せ
る
の

は
き
わ
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
は
地
理
学
者
協
会
の
情
報

管
理
そ
の
も
の
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物

館
や
地
理
学
者
協
会
と
い
っ
た
植
民
地
主
義
の
象
徴
的
機
関
を
題
材
に
、

そ
れ
ら
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
理
解

に
は
注
意
を
要
す
る
。
映
画
冒
頭
で
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
は
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

の
伯
母
伯
父
夫
婦
に
名
前
を
つ
け
て
い
る
（「
名
づ
け
」
と
い
う
意
味
で
、

ブ
ラ
ウ
ン
一
家
と
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
間
に
も
同
様
の
関
係
が
み
ら
れ
る
）。

彼
は
「
暗
黒
の
地
ペ
ル
ー
」
に
マ
ー
マ
レ
イ
ド
を
紹
介
し
、
そ
の
製
造
法

を
伝
え
、
英
語
学
習
教
材
を
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
達
に
残
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
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行
為
は
植
民
地
主
義
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
（
主
人
）
と
現
地
人
（
被

征
服
者
）
と
の
関
係
が
も
た
ら
す
文
明
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
再
現
そ
の
も
の

で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
が
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
伯
父
伯
母
夫
婦
と
友
好
関

係
を
築
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
潜
む
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
文
明
化
の

使
命
、
植
民
地
言
語
教
育
の
比
喩
と
い
う
側
面
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の

意
味
で
、
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
主
義
の
歴
史

を
あ
る
意
味
美
化
し
て
お
り
、
過
去
を
理
想
の
状
態
に
固
定
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
点
で
ミ
リ
セ
ン
ト
の
剥
製
と
の
違
い
は
な
い
と
も
解
釈
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
同
作
品
を
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
の
文
脈
で
語
る
に
は
慎

重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

従
来
の
解
釈
で
は
、
映
画
『
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
は
映
画
が
公
開
さ
れ
た

二
十
一
世
紀
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
世
情
、
と
く
に
移
民
を
め
ぐ
る

様
々
な
議
論
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
が
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
方
向
性
の
一
つ

を
提
示
す
る
、
多
文
化
主
義
擁
護
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、

映
画
に
お
け
る
「
過
去
」
の
扱
い
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
て
み
る
と
、
力

点
は
未
来
よ
り
も
過
去
に
置
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
過
去
と
の
対
話
の
中

で
理
解
さ
れ
る
時
間
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
43
。
グ
ル
ー
バ
ー
氏

の
改
変
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
キ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
と

い
う
移
民
に
対
し
て
既
に
示
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
寛
容
さ
の
再
現
の

予
感
、
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
の
家
族
の
結
束
と
再
生
の
物
語
、
ミ
リ
セ
ン
ト
の

剥
製
へ
の
こ
だ
わ
り
や
地
理
学
者
協
会
の
時
代
錯
誤
的
な
過
去
の
隠
蔽
、

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
主
義
批
判
に
潜
む
歴
史
の
美
化—

こ
う
し
た

点
は
い
ず
れ
も
映
画
の
過
去
へ
の
志
向
性
を
示
す
手
が
か
り
と
な
っ
て
い

る
。
じ
つ
は
原
作
シ
リ
ー
ズ
に
も
ま
た
、
作
者
ボ
ン
ド
に
と
っ
て
の
古
き

良
き
時
代
の
再
現
を
見
て
と
れ
る
。
ボ
ン
ド
自
身
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し

ば
し
ば
そ
の
点
に
ふ
れ
、
彼
に
と
っ
て
の
理
想
の
過
去
が
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
の
暮
ら
し
に
あ
り
、
く
ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
・
シ
リ
ー
ズ
に
自
身

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
思
い
を
投
影
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
44
。
映
画

は
こ
の
点
で
も
原
作
や
伝
記
的
事
実
に
依
拠
し
た
改
変
を
お
こ
な
っ
た
と

解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
な
か
ば
皮
肉
め
い
た

冗
談
を
こ
こ
で
述
べ
る
よ
り
も
、
た
ん
な
る
児
童
文
学
そ
し
て
そ
の
映
画

化
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
物
語
の
奥
深
さ
を
私
達
は
も

っ
と
堪
能
す
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ
と
で
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。

註1 

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
へ
の
改
変
に
つ
い
て
、
著
者
は
パ

デ
ィ
ン
ト
ン
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
や
原
作
の
出
版
社
な
ど
に
問
い

合
わ
せ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
回
答
は
な
い
。
そ
れ
故
現
時
点
で
は
ド
イ

ツ
人
へ
の
改
変
に
つ
い
て
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
本
論
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
お
そ
ら
く
キ
ン
ダ
ー
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
話
を
持
ち
出
す

た
め
の
改
変
で
あ
り
、G

ru
b
er

と
い
う
名
前（
も
し
く
は
そ
の
変
化
形
）

が
ユ
ダ
ヤ
系
で
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
東
欧
に
広
く
あ
る
名
前
で
あ
る
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in
d

s; E
m
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 Z

e
m

le
r, “B

e
n

 W
h

ish
a
w

 
o
n
 W

h
e
th

e
r ‘P

ad
d

in
g
to

n
 2

’ S
e
n
d

s a M
e
ssag

e
 ab

o
u
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Im
m

ig
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n
 an

d
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rex
it,” Lo

s A
n

geles T
im

es (11
 Jan

. 
2018), w

w
w

.latim
es.co

m
/en

tertain
m

en
t/m

o
vies/la-et-m

n
-

p
ad

d
in

g
to

n
-2

-b
en

-w
h
ish

aw
-2018

0111-sto
ry.h

tm
l

4 
Q

td
. in

 R
o
sly

n
 S

u
lcas, “O

n
 H

is B
e
st B

e
h
av

io
r an

d
 

H
o
p
in

g
 to

 Fit In
,” N

ew
 Y

ork T
im

es (9 Jan
. 2015), w

w
w

.
n
ytim

es.co
m

/2015/01/11/m
o
vies/p

ad
d
in

g
to

n
-a-n

ew
-film

-
b
ased

-o
n
-m

ich
ael-b

o
n
d
s-b

o
o
k
s.h

tm
l

5 

本
稿
は
映
画
第
一
作
を
扱
い
、
第
二
作
は
考
察
の
対
象
外
と
す
る

6 

結
束
（co

h
esio

n

）
と
い
う
言
葉
が
近
年
イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
や

政
治
家
の
発
言
の
中
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
移
民
と

の
共
存
（so

cial co
h
esio

n

）
と
家
族
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

結
束
（co

m
m

u
n
al co

h
esio

n

）
の
両
方
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。
本

稿
は
こ
れ
ら
二
種
類
の
結
束
に
つ
い
て
論
じ
る
。 C

f. “Im
m

igratio
n
, 

D
iversity an

d
 So

cial C
o
h
esio

n
,” T

h
e M

igratio
n
 O

b
servato

ry 
at th

e U
 o

f O
xfo

rd
, 1 N

o
v. 2017, m

ig
ratio

n
o
b
servato

ry.
o
x
.ac.u

k
/reso

u
rces/b

riefin
g
s/im

m
ig

ratio
n
-d

iversity-an
d
-

so
cial-co

h
esio

n
/; Lo

u
ise C

asey, “T
h
e G

u
ard

ian
 V

iew
 o

n
 

So
cial C

o
h
esio

n
: a T

w
o
-w

ay Street,” E
d
ito

rial,  G
u

a
rd

ia
n
 (5 

D
ec. 2016), w

w
w

.th
egu

ard
ian

.co
m

/co
m

m
en

tisfree/2016/
d
ec/05/gu

ard
ian

-view
-so

cial-co
h
esio

n
-casey-review

7 
M

ich
ael B

o
n
d
, P

a
d

d
in

gton
 C

om
plete N

ovels , K
in

d
le 

ed
., H

arp
erC

o
llin

s, 2013

8 

地
理
学
者
協
会G

eo
grap

h
ers’ G

u
ild

 o
f G

reat B
ritain

は
王
立

地
理
学
会R

o
yal G

eo
grap

h
ical So

ciety

を
基
に
し
た
架
空
の
協
会

名
で
あ
る
。「
ギ
ル
ド
」
と
い
う
い
か
に
も
中
近
世
的
響
き
が
す
る
言
葉

の
使
用
に
よ
っ
て
、
因
習
的
考
え
を
持
つ
協
会
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る

9 
“P

ad
d
in

g
to

n
 2

,” D
V

D
 review

, H
o
m

e C
in

em
a

 C
h

o
ice 

(M
ar. 2018), 283, p

p
. 96-97

10 
P

a
d

d
in

gton
, C

reated
 b

y Stu
d
io

C
an

al, 2014
11 
忘
れ
る
べ
き
で
な
い
の
は
、
映
画
版
で
は
ブ
ラ
ウ
ン
一
家
の
子
供
達
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ジ
ュ
デ
ィ
と
ジ
ョ
ナ
サ
ン
が
新
し
い
学
校
に
通
い
始
め
た
ば
か
り
と
い

う
設
定
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス

社
会
と
い
う
新
し
い
環
境
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
移
民
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

に
二
人
が
感
情
移
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
る

12	
P

a
d

d
in

gton
, 2014

13 
P

a
d

d
in

gton
, 2014
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M

ich
ae

l B
o
n
d
, “M

ich
ae

l B
o
n
d
: ‘P

ad
d
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g
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n
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tan
d
s 

U
p
 fo

r T
h
in

gs, H
e’s N

o
t A

fraid
 o

f G
o
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g to
 th

e To
p
 an

d
 

G
ivin

g
 T

h
em

 a H
ard

 Stare,’” in
terview

 w
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ich

elle 
P
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li, G
u

a
rd

ia
n

 (28 N
o
v. 2014), w

w
w

.th
egu

ard
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.co
m

/
b

o
o
k
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0
1
4
/m

ich
a
e
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o
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d
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u
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o
r-p
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g
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n
-b

e
a
r-
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o
k
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n
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A

n
n
e R

. N
ew

m
an

, “Im
ag

es o
f th

e B
ear in

 C
h
ild

ren
’s 

Literatu
re,” C

h
ild

ren
’s Litera

tu
re in

 E
d

u
ca

tion
 (1

9
8
7
), 

18.3, p
p
. 131-38. 

児
童
文
学
に
お
け
る
ク
マ
の
他
者
性
を
論
じ

た
研
究
と
し
て
他
に
もP

eter H
u
n
t, an

d
 K

aren
 San

d
s, “T

h
e 

V
iew

 fro
m

 th
e C

en
ter: B

ritish
 E

m
p
ire an

d
 P

o
st-E

m
p
ire 

C
h
ild

ren
’s Literatu

re,” V
o
ices o

f th
e O

th
er: C

h
ild

ren
’s 

Litera
tu

re a
n

d
 th

e P
ostcolon

ia
l C

on
text, ed

. b
y R

o
d
erick

 
M

cG
illis, R

o
u
tled

g
e, 2000, p

p
. 39-52; P

au
l Sh

ep
ard

, T
h

e 
O

th
ers: H

ow
 A

n
im

a
ls M

a
d

e U
s H

u
m

a
n

, Islan
d
 P, 1997; 

So
n
ia V

o
gl, “A

n
im

als an
d
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n
th

ro
p
o
m

o
rp

h
ism

 in
 C

h
ild

ren
’s 

Literatu
re,” W

isco
n

sin
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ca
d

em
y o

f Scien
ces, A

rts a
n

d
 

Letters, 70, p
p
. 68-72

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
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Q
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n
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yzack
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ich
ael B

o
n
d
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o
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d
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gto
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B
e
ar W

e
n
t fro

m
 D

ark
e
st P

e
ru
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o
n
d
o
n
’s O

ly
m

p
ic 

G
am

es,” Telegra
ph

 (28 Ju
n
. 2017), w

w
w
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h
.co

.u
k
/

m
en

/th
in

k
in

g
-m

an
/m
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ael-b

o
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d
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n
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en

t-
d
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-lo
n
d
o
n
s-o
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p
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17	

映
画
に
は
ジ
ュ
デ
ィ
が
ビ
ジ
ネ
ス
中
国
語
を
学
習
し
て
い
る
場
面
が

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
近
年
の
中
国
企
業
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
進
出

を
ふ
ま
え
た
原
作
改
変
で
あ
る
が
、
中
国
語
も
ク
マ
語
も
「
異
国
の
言

葉
」
と
し
て
同
じ
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
読
む
か
、
そ
れ
と
も
イ
ギ
リ

ス
人
が
積
極
的
に
異
文
化
を
吸
収
し
て
変
容
す
る
姿
と
し
て
理
解
す
べ

き
か
は
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
カ
イ
ル
・
グ
レ
イ
ソ
ン

は
、
原
作
シ
リ
ー
ズ
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
寛
容
さ

の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
に
パ
デ
ィ
ン
ト
ン

は
英
語
と
イ
ギ
リ
ス
文
化
を
積
極
的
に
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
人
の
登
場
人
物
は
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
過
去
に
興
味
を
示
す
こ

と
が
な
く
、
言
語
学
習
が
一
方
通
行
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（K

yle 
G

rayso
n
, “H

o
w

 to
 R

ead
 P

ad
d
in

gto
n
 B

ear: Lib
eralism

 an
d
 

th
e Fo

reign
 Su

b
ject in

 A
 B

ea
r C

a
lled

 P
a

d
d

in
gton

,” B
ritish

 
Jou

rn
a

l of P
olitics a

n
d

 In
tern

a
tion

a
l R

ela
tion

s [2
0
1
3
], 

15.3, p
p
. 378-93

）。
グ
レ
イ
ソ
ン
の
論
文
は
映
画
公
開
以
前
の
年
に

発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
指
摘
を
映
画
版
の
解
釈
に
敷
衍
す

れ
ば
、
ジ
ュ
デ
ィ
が
中
国
語
や
ク
マ
語
を
学
ぶ
姿
勢
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化

時
代
の
新
し
い
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
姿
を
読
み
込
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る

18 

ボ
ン
ド
は
二
〇
一
四
年
の
映
画
で
グ
ル
ー
バ
ー
氏
役
に
イ
ギ
リ
ス
人

の
俳
優
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
対
し
て
失
望
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に

と
っ
て
の
グ
ル
ー
バ
ー
氏
像
は
非
イ
ギ
リ
ス
人
な
の
で
あ
る
：

 
 

B
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 th
at h

is m
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m

p
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o
u
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e
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tatio

n
 o

f P
ad

d
in

gto
n
 w

as h
e w

an
ted

 so
m

eo
n
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reign
 

to
 p

lay G
ru

b
er, “b

ecau
se h

e w
as b

ased
 o

n
 m

y fi
rst agen

t, 
a lo

vely m
an

, a G
erm

an
 Jew

, w
h
o
 w

as in
 lin

e to
 b

e th
e 
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yo
u
n
g
est ju

d
g
e in

 G
erm

an
y, w

h
en

 h
e w

as w
arn

ed
 h

is 
n
am

e w
as o

n
 a list, so

 h
e go

t o
u
t an

d
 cam

e to
 E

n
glan

d
 

w
ith

 ju
st a su

itcase an
d
 £25 to

 h
is n

am
e.” (E

lean
o
r B

yrn
e, 

“P
ad

d
in

gto
n
 B

ear: th
e Sto

ry o
f th

e R
efu

gee an
d
 a M

essage 
o
f K

in
d
n
ess,” C

on
versa

tion
 [30 Ju

n
. 2017], th

eco
n
versatio

n
.

co
m

/p
ad

d
in

g
to

n
-b

e
ar-th

e
-sto

ry
-o

f-th
e
-re

fu
g
e
e
-an

d
-a-

m
essage-o

f-k
in

d
n
ess-80284)
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M

ich
ael B

o
n
d
, B

ea
rs a

n
d

 F
o
reb

ea
rs: A

 Life So
 Fa

r, 
H

arp
erC

o
llin

s, 1996, p
. 156

20 
B

o
n
d
, B

ea
rs a

n
d

 Forebea
rs, p

. 156

21 
Jill R

u
tter, Su

pportin
g R

efu
gee C

h
ild

ren
 in

 2
1
st C

en
tu

ry 
B

rita
in

: A
 C

o
m

p
en

d
iu

m
 o

f E
ssen

tia
l In

fo
rm

a
tio

n
, 

T
ren

th
am

, 2001, p
. 17

22 
R
u
tter, Su

pportin
g R

efu
gee C

h
ild

ren
, p

. 17. 

ま
た
、
十
九
世

紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
へ
の

移
民
・
亡
命
者
が
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る

23 

プ
レ
プ
ク
・
ア
ニ
コ
ー 

、『
ロ
シ
ア
、
中
・
東
欧
ユ
ダ
ヤ
民
族
史
』、

寺
尾
信
昭
訳
、 

彩
流
社
、 

二
〇
〇
四
年
、
一
一
〇
頁

24 

も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
にH

un
garian

 ch
ild-

relief p
ro

gram
m

e

と
呼
ば
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
子
供
達
を
貧
困
か
ら

救
済
す
る
国
際
的
な
運
動
が
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
始
ま
っ
た
こ
の
運

動
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
領
土
縮
小
に
よ
り
経
済
が
悪
化
し
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
貧
困
に
苦
し
む
子
供
達
を
オ
ラ
ン
ダ
に
招
き
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の「
数
ヶ
月
の
休
暇
」を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、デ
ン
マ
ー
ク
、イ
ギ
リ
ス
、ス
イ
ス
、
そ
し
て

ベ
ル
ギ
ー
も
同
運
動
に
参
加
し
た
。
数
ヶ
月
の
休
暇
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、子
供
達
の
中
に
は
数
年
、さ
ら
に
は
生
涯
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
帰
国

し
な
い
者
も
い
た
と
い
う(V

era H
ajtó

 M
ilk Sa

u
ce a

n
d

 P
a

prika
: 

M
igra

tio
n

, C
h

ild
h

o
o

d
 a

n
d

 M
em

o
ries o

f th
e In

terw
a

r 
B

elgia
n

-H
u

n
ga

ria
n

 C
h

ild
 R

elief P
roject, Leu

ven
 U

P, 2017, 
p
p
.13-15)

。
し
か
し
な
が
ら
、
同
運
動
に
参
加
し
た
子
供
を
難
民
や

移
民
と
定
義
す
る
こ
と
の
難
し
さ
故
に
、
本
論
に
お
け
る
考
察
の
対
象

外
と
し
た (H

ajtó
, M

ilk Sa
u

ce a
n

d
 P

a
prika

, p
p
.22-23)

 

　

原
作
シ
リ
ー
ズ
で
ボ
ン
ド
は
か
な
ら
ず
し
も
最
初
か
ら
入
念
に
構

想
・
設
定
を
お
こ
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
と
し
て
彼
は
当

初
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
をD

ark
est A

frica

か
ら
の
移
民
と
し
て
想
定
し
て

い
た
が
、「
ア
フ
リ
カ
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
に
ク
マ
が
生
息
し
て
い
た
が

そ
れ
は
何
世
紀
も
前
に
絶
滅
し
た
ら
し
い
」
と
い
う
ウ
ナ
か
ら
の
指
摘

を
受
け
て
急
遽
南
ア
メ
リ
カ
に
変
更
し
て
い
る
（B

o
n
d
, B

ea
rs a

n
d

 
Forebea

rs, p
. 157

）
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B
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ea
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n
d

 Forebea
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. 43
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B

o
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d
, B

ea
rs a

n
d

 Forebea
rs, p

. 195

29 
B

o
n
d
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ea
rs a

n
d

 Forebea
rs, p

. 156

30 

こ
う
し
た
若
者
の
姿
を
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
と
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム

を
背
景
に
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
の
が
映
画T

h
is Is E

n
gla

n
d

で

あ
る



映画『パディントン』分析

81

31	
“Su

stain
in

g th
e C

ity,” M
ega

cities, p
resen

ted
 b

y A
n
d
rew

 
M

arr, ep
iso

d
e 3, B

B
C
 1, 16 Ju

n
. 2011

32	
B

o
n
d
, P

a
d

d
in

gton
 C

om
plete N

ovels; M
ich

ael B
o
n
d
, Love 

from
 P

a
d

d
in

gton
, H

arp
erC

o
llin

s, 2014, p
. 136

33 
N

atu
ral H

isto
ry M

u
seu

m
, “H

isto
ry an

d
 A

rch
itectu

re,” 
w

w
w

.n
h
m

.ac.u
k
/ab

o
u
t-u

s/h
isto

ry-an
d
-arch

itectu
re.h

tm
l

34 
N

ig
el L

eask
, C

u
rio

sity a
n

d
 th

e A
esth

etics o
f T

ra
vel 

W
ritin

g 1
7
7
0
-1

8
4
0
, O

xfo
rd

 U
P, 2002

35 
E
.g

. T
im

 B
arrin

g
er, an

d
 T

o
m

 F
lyn

n
, C

olon
ia

lism
 a

n
d

 
th

e O
b

ject: E
m

p
ire, M

a
teria

l C
u

ltu
re a

n
d

 th
e M

u
seu

m
, 

R
o
u
tled

ge, 1997; Jam
es D

elb
o
u
rgo

, C
ollectin

g th
e W

orld
: 

T
h

e L
ife a

n
d

 C
u

rio
sity o

f H
a

n
s Slo

a
n

e, A
lle

n
 L

an
e
, 

2
0
1
5
; C

h
ris G

o
sd

en
, an

d
 C

h
an

tal K
n
o
w

les, C
ollectin

g 
C

olon
ia

lism
: M

a
teria

l C
u

ltu
re a

n
d

 C
olon

ia
l C

h
a

n
ge, B

erg 
3P

L, 2
00

1
; Sarah

 Lo
n
g
air, an

d
 Jo

h
n
 M

cA
leer, C

u
ra

tin
g 

E
m

p
ire: M

u
seu

m
s a

n
d

 th
e B

ritish
 Im

p
eria

l E
x
p
erien

ce, 
M

an
ch

ester U
P, 2016; Jo

h
n
 M

. M
acK

en
zie, M

u
seu

m
s a

n
d

 
E

m
pire: N

a
tu

ra
l H

istory, H
u

m
a

n
 C

u
ltu

res a
n

d
 C

olon
ia

l 
Id

en
tities, M

an
ch

ester U
P, 2010

36 
B

ru
n

o
 L

a
to

u
r, S

cien
ce in

 A
ctio

n
: H

o
w

 to
 F

o
llo

w
 

Scien
tists a

n
d

 E
n

gin
eers th

rou
gh

 Society, H
arvard

 U
P, 

1987

37 
P

a
d

d
in

gton
, 2014

38 

丸
山
雄
生
、『
20
世
紀
転
換
期
ア
メ
リ
カ
の
動
物
表
象
と
自
然
の
形
成

―
剥
製
・
博
物
館
・
記
念
碑
・
映
画
―
』、
二
〇
一
三
年
、
一
橋
大

学
、
博
士
論
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ミ
リ
セ
ン
ト
が
剥
製
に
固
執
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
父
親
の
行
為

が
彼
女
に
植
え
付
け
た
ト
ラ
ウ
マ
に
あ
る
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

地
理
学
者
協
会
を
追
放
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
は
小
さ
な
動
物
園
を
経

営
し
て
一
生
を
終
え
る
。
娘
ミ
リ
セ
ン
ト
に
と
っ
て
は
生
き
た
動
物
は

人
生
の
転
落
と
失
墜
を
象
徴
す
る
、
父
が
経
営
し
た
動
物
園
を
想
起
さ

せ
る
。
映
画
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
裁
判
に
よ
っ
て
ミ
リ
セ
ン
ト
に
下
さ

れ
た
処
罰
が
、
動
物
園
で
の
飼
育
係
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
奉
仕

す
る
こ
と
と
い
う
の
は
彼
女
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
精
神
的
苦
痛
は
な

い
罰
と
い
え
る
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シ
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